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あらまし 

近年，多くの人々が，料理のレシピをレシピサイトに投稿するようになり，インターネット上でレシピの共有が一般

的になってきた．レシピサイトに投稿されたレシピには，料理の完成写真が添付されることが一般的である．完成写真

は，ユーザがレシピを決める一つの重要な要因となっている．従来のレシピ検索においては，主にテキスト情報が利用

されてきたが，レシピの完成写真の情報を用いることにより，テキストのみからは抽出できないレシピの特徴を利用し

てユーザに利便性の高い選別支援機構を実現できる可能性がある．本論文では，料理の完成写真を利用して，ユーザの

レシピの選別を支援するための手法について検討した結果を示す．レシピサイトに投稿されたレシピの完成写真に利用

されている写真データの色情報を利用し，３次元空間上に料理画像を配置することでレシピの全体像を可視化し,把握で

きるようにすることで，満足度の高い選択を実現するための手法を提案し，実験により有効性を評価する． 
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1.はじめに 
近年，インターネットの利用者が増え，インターネッ

ト上で様々な情報の共有が行われている．そうした中

で，レシピサイトを利用したレシピ情報の共有が一般化

している．例えば，代表的なレシピサイトである 

cookpad[1]では，2016 年 2 月において．187 万件以上

のレシピが投稿されており，のべ月間利用者数は 2014 

年 9 月時点で 4493 万人以上である．また，人気レシピ

が分かる人気順検索などが利用できる有料のプレミアム

会員サービスの会員数も，2013 年 6 月には 100 万人を

突破している[2]．このことから，レシピサイトにおける

レシピの活用は一般的になっており，膨大なレシピから

ユーザの嗜好と目的に合ったレシピの選別支援の重要性

が増大している． 

従来，レシピ検索に代表されるレシピの選別支援手法

では，レシピに含まれるテキスト情報を利用するものが

多かった．しかし，投稿者によってレシピに付与するタ

イトルや紹介文の書き方に多様性があるため，ユーザが

注目する特徴をユーザがレシピ内のテキストとして記述

していない場合には，対象とするレシピを同定できない

場合が多く，問題となっている． 

一方，レシピサイトに投稿されるレシピの多くには，

投稿者が調理した料理の完成写真が添付されており，サ

ムネイルとしてレシピタイトルとともに表示される．レ

シピの完成写真は，料理の特徴を短時間で直感的に解り

やすくユーザに伝えることができる．そのため，料理の

完成写真は，ユーザが膨大なレシピの中から目的とする

レシピを選別する際の重要な手がかりとなっている． 

我々は，レシピに添付された料理写真を用いること

で，よりユーザの意図に近いレシピの選別を支援するこ

とができる可能性があると考えた．そこで，本研究で

は，料理画像の物理的な特徴の中でも，特に色情報を利

用した，レシピの選別支援をすることを目的とする． 

ユーザのレシピの選別を支援する手法様々な方法が考

えられるが，本論文では も一般的なアプ ー である

と考えるキーワード検索を 定する．レシピは料理の手

順を示した文書であり，レシピを検索するユーザは料理

を ることを目的とすることが と どである．そこで,

本研究では,   と料理画像の色情報に  き，レシピ

の選別を支援すること，ユーザがより満足度の高いレシ

ピ選択ができるように料理ごとにレシピの全体像を料理

画像の色情報を元に提示し，選別できるように支援する

こと目的とする． 

 りたい料理に応じてレシピサイトからレシピを選別

するために，料理名を直接キーワードとして検索するこ

とが考えられる．しかし，レシピサイトには，一つの料

理に対して多い場合には何百万件のレシピが投稿されて

おり，また，一般的ではないオリジナルレシピも多数投

稿されている．よってユーザは全体像を見ることができ

ず，一部のレシピだけでレシピを決めてしまうため，満

足度は低くなる．そこで,本論文では,料理画像の特徴量

を利用してユーザの効率的なレシピ選別を支援する手法

を提案する． 

本論文の構成は以下の通りである．第２章では，料理

画像の色情報に  くレシピの全体像の可視化に関する

研究を紹介する．第３章では,第２章のまとめを述べる． 

 

2.料理画像の色情報に  くレシピの全体像の

可視化 

 本節では，料理画像の色情報に  くレシピの全体像
の可視化による，レシピの選別支援手法に関して述べ

る． 

本手法では，ユーザがより満足度の高いレシピ選択が

できるように料理ごとにレシピの全体像を料理画像の色

情報を元に提示し，選別できるように支援することを目

的とする． 

レシピサイトにおいて，ユーザはさまざまな方法でレ

シピを選別する．我々は，ユーザがユーザを選別する

際の状況は以下の２種類に大別出来ると考える． 

１．ユーザが りたい料理が具体的に決まっており，

それを るためのレシピを選別する場合 

２．ユーザが りたい料理の大まかなカテゴリは決ま

っているが，具体的にどのような料理を 成するかは

明確に決まっていない場合 

上記の１のように，ユーザが りたい料理の具体的なイ

メージが決まっている場合は，従来のキーワード検索に

よる検索で対応可能である．一方， りたい料理の具体



 

 

的なイメージが明確になっていない場合には，ユーザは

料理の大まかなジャンルのみを指定して，その検索結果

の中から自分が りたいと考えるレシピを選別する．本

研究では，２に示すような，大まかな料理のジャンルの

みを指定して検索を行い，検索結果を閲覧しながら 成

したい料理のレシピを選別する場合を対象にする． 

 ユーザが検索結果を見ながらレシピを選別する際に重

要であるのは，検索開始時には，ユーザが検索結果に対

して明確なイメージを有していないことである．古典的

な検索システムにおいては，ユーザが明確な検索要求を

持ち，それに合致するアイテムを効率的に取得すること

を目的としていた．しかし，今回対象とする状況におい

ては，検索開始時にはユーザの検索要求が明確になって

いるわけではない．たとえば，ユーザがパスタを食べた

いと思ってレシピを検索する場合に，検索する以前に 

りたいレシピの種類が決まっていない状況は珍しいこと

ではない．システムを「パスタ」というキーワードで検

索して検索結果として返されるレシピの中には，検索す

る前にはユーザが思ってもみなかった種類のパスタのレ

シピが含まれている可能性がある．そして，それらの未

知の種類の料理や，検索前には 定していなかった特徴

を有するレシピが 終的に選別される可能性がある． 

 上記のような，検索結果を見ながら選別するようなプ

 セスにおいては，ユーザは検索対象に対する全体像が

把握できていない場合が多い．一般的なレシピ検索シス

テムのインタフェースでは，検索結果は料理写真のサム

ネイルを含むリストとしてユーザに提示される場合が多

い．このようなリスト形式の表示では，検索結果が数

百，数千になる場合には，全てのレシピを確認すること

はなく，上位の数件～数十件のレシピを確認しただけ

で，検索結果の閲覧をやめて選別対象を決定する場合が

多い．このような場合には，ユーザが閲覧しなかったレ

シピにユーザが興味を持つ可能性があるレシピが含まれ

ていたとしても，ユーザはそれを候補とすることが出来

ない． 

 上記の問題点を解決するために，本研究では，検索結

果の料理写真のサムネイルを用いて，ユーザに多数の検

索結果に含まれる料理の全体像をユーザが効率的に把握

可能とし，全体像を踏まえて，満足度の高い選別を行う

手法を開発した．料理の全体像を把握するためには，個

別のレシピではなく，類似した料理のレシピのクラスタ

が 成でき，そのクラスタの中から，ユーザが興味を持

つクラスタを指定できるようにすることが重要である．

そこで，本研究では，料理画像の色の特徴を利用して，

料理画像を３次元空間上に配置する．この空間上で，類

似した種類の料理が近傍に存在すれば，ユーザは，大量

のレシピを簡単にクラスタリングでき，料理の全体像を

構成しやすくなると考えられる． 

 

2.1 関連研究 

2.1.1 食材に対する好き いを考 した料理レシ

ピ推薦手法 
膨大なレシピ選択がある中で，ユーザの意図にあった

レシピの推薦手法として，高畑ら[3]は,ユーザの調理 

 とレシピ閲覧  から食材単位での嗜好を推定する手

法を提案した．これは  に提示された料理レシピの中

から実際に「調理した」・「調理しなかった」という行

動  を分析することにより個人の嗜好を推定してい

る．しかし，この研究は，ユーザの調理  とレシピ閲

覧  に 目したものであり，料理レシピに投稿された

レシピの料理写真について考 されていなかった．それ

に対し本研究では，レシピサイトに投稿された料理写真

のサムネイルの色情報を利用して，ユーザの目的に近い

レシピの選別を目的としている． 

 

2.1.2 食材画像認 を用いたレシピ推薦 

丸山ら[4]は，  イルデ イスでの画像認 を 利用

したレシピ推薦システムを提案している．このシステム

では，食材にス ートフ ンをかざすだけで, レシピが

次々に推薦される．これにより，従来のキー入力のみの

システムよりも直感的で簡単なレシピ検索が可能とな

る．この研究は，さまざまな色情報に 目した点につい

ては，本研究と同じであるが，画像の色情報を各料理の

色情報と近い完成写真をクラスタリングし，ユーザがレ

シピを検索する際に，余 なテキストを入力しなくても

推薦することができるようにする事を目的とする本研究

とは異なる． 

 

2.1.3 SNS による文化と風土の可視化 

久保田ら[5]は，代表的な写真専用 SNS である

Instagram を利用し，特定の  で投稿された膨大な 写

真データを視覚的な観点から分析し，  の「見どこ

 」と「見ご 」を分かりやすく伝える動的な可視化を

行っている．この研究は，写真データを視覚的な 観点か

ら分析し，色空間を利用するとこ は本研究と 同じであ

るが，写真の投稿時間を利用すること，そし て RGB 色空

間，HSV 色空間，L*a*b*色空間の３つの色 空間を利用し

ていることは，本研究との違いである． 

 

2.1.4 写真の視覚的特徴を考 した特徴の可視化 

Hochman ら[6]は，画像の彩度，色相，明度など，写真

本来の視覚的特徴に注目し，Instagram に投稿された写

真から，都市やそこで生活する人々の活動の特徴を可視

化する手法を提案している． Hochman らは写真のもつ色

相や撮影日時などのパラメータに  いて二次元平面上

に配置する手法を提案しているのに対し，本研究では，

写真を三次元の色空間に配置する可視化手法を提案す

る． 

 

2.2 提案手法 
本章では，本論文で提案する，膨大なレシピの中から料

理画像の色情報を用いてレシピを推薦する手法について

述べる．なお，本手法で用いる料理画像は，クックパッ

ド株式会社が提供しているレシピデータに含まれるもの

を用いて実験を行う． 

 

2.3 料理画像の色情報の抽出 
本節では，料理画像を選別する際に使用するのイメー

ジカラーの表現方法について述べる．本手法では料理画

像の代表色を HSV 値で表現する．HSV 値とは，色を色相

（Hue），彩度（Saturation），明度（Value/Lightness）

の 3 要素として表現するものである[7]．RGB 値を利用せ

ず，HSV 値を利用する理由として，RGB 値は，原色を混合

して色を決めるため，色相を直接決めることが出来ない

からである[8]．各レシピの料理画像の HSV 値を算出し，

H 軸，S 軸，V 軸を元に３次元空間上に配置し，全体像を

可視化する． 

 



 

 

2.4 レシピ選別支援システム 
色情報を用いることで，３次元空間上に料理画像を配

置することは，従来のレシピサイトに比べ，ユーザが料

理ごとにレシピの全体像を把握することができるため，

満足度の高い選択につながることが期待できる．料理画

像の色情報の提案手法に  いた選別支援を行うため

に，ユーザは，はじめに検索したい料理のキーワードを

入力する．すると検索結果のレシピに含まれる料理画像

が，色情報に  いて３次元空間を回転させることがで

き，任意の方向から分布を確認できる. 

本研究では，システムの開発のために，Processing[9]

を利用した.  

 

2.5 レシピの可視化の例 
本システムを利用してレシピを可視化したイメージを図

１，２，３，４，５，６，７，８に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：サラダを検索した例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：パスタを検索した例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：人参など赤色が比較的多いサラダの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４：大根など白色が比較的多いサラダの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５：葉っぱなどの緑色が 
比較的多いサラダの例 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図６：ホワイトソースのパスタが 
比較的多い例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：黄色いソースのパスタが比較的多い例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８：ミートソースのパスタが比較的多い例 

 

 後に，ユーザが欲しいレシピを見つけた際，その料

理画像を選択すれば，そのレシピサイトに飛ぶことが

できる． 

 

2.6 予備実験 

本節では，被験者実験を利用して提案手法の有効性を

評価する.評価のためのベースラインとして，従来のレシ

ピサイトを利用する. 

 

2.7 実験内容 

本実験では，クックパッド株式会社が提供している

「パスタ」，「サラダ」の各上位１００件のレシピを用

いた．従来のレシピサイト上位１００件の「サラダ」レ

シピと，本研究の上位１００件の「パスタ」レシピ，従

来のレシピサイト上位１００件の「パスタ」レシピと，

本研究の上位１００件の「サラダ」レシピの２パターン

に対して，被験者にレシピの選択タスクを行ってもらっ

た．内容は，３分以内にレシピを選択してもらい，新し

い発見があったか，もしかしたら他にもっといいレシピ

があったかもしれないと思う，などである．タスクを実

施したあと，各アンケートに回答してもらった．アンケ

ートはよくあてはまる，あてはまる，どちらでもない，

あてはまらない，全くあてはまらないの５段階評価で実

施した．被験者は，１０代から５０代までの男女７名 

１４名である．その実験結果を図９，１０，１１，１２

に示す．  

 

 
図９：サラダの提案手法と比較手法の結果  

 



 

 

図１０：パスタの提案手法と比較手法の結果 

 

 

図１１：サラダの検索時間の比較結果 

 

 

図１２：パスタの検索時間の比較結果 

 

2.8 考察 

実験結果から，多くのユーザは，本システムを利用し

て料理画像を見てレシピを決めると今まで知らなかった

新しいレシピを発見することができることがわかった．

さらに，従来版の方が，他にあったかもしれないと思っ

たユーザが多いことがわかった．しかし，本研究では画

像が小さくて見 らいというコメントが多かった． 

また，時間に関しては，サラダは従来の方が早いがパ

スタは提案手法の方が早い結果となった．この差が生ま

れる原因については今後検討していく必要がある． 

 

3.おわりに 
近年，多くの人々が，レシピサイトへ自らが った料

理のレシピを投稿し，ネット上でレシピの共有を行って

いる．その際， と どのレシピには料理の完成写真が

添付されており，ユーザがレシピを決める一つの重要な

要因となっている．本研究では，ユーザがレシピ検索を

する際に，テキストのみからは抽出が困難なレシピの特

徴を料理写真の色情報を用いることにより，ユーザの意

図に近いレシピを推薦することができると考えた． 

 今回の実験では，対象とした料理レシピの種類が少

ないため，今後，料理の種類を増やし，他のレシピでも

同じ実験を行う予定である．また，各料理１００件のレ

シピのみを対象にしているのでレシピの数も増やしてい

きたい．今回は主に HSV 値を利用して実験を行ったので

RGB 値を利用し，ディザリングすることも検討してい

る．さらに，レシピに含まれている材料にも今後は 目

していきたい．そして，今回のアンケートを実施した人

数が少なかったため，今後は増やし，同じアンケートを

実施する予定である． 
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